
皮革産業資料館の『館報』（第28号）平
成20年10月25日に、「☆五輪で金メダル獲
得。戦死、涙で帰りを待って磨いた－ブー
ツの物語」と題する記事が載っている。

「涙の物語が込められたブーツの手入れ
に当資料館が一役買った。昨年７月８日
（日）、稲川副館長が秩父宮記念スポーツ
博物館に出張した。独立行政法人日本ス
ポーツ振興センター（秩父宮記念スポーツ
博物館）から、同センター所蔵のブーツの
手入れ、保管について相談がきたためであ
る。

同ブーツは、男爵・バロン西 竹一大佐
が昭和７年のロサンゼルス・オリンピック
馬術で金メダルを獲得した時の乗馬靴で、
エルメスに特注したもの。

西大佐は硫黄島で戦死したが、奥様はそ

の公報を受けとった後も、ご主人がいつ
帰ってきてもいいように、毎日そのブーツ
を磨いていたといういわくつきの乗馬靴で
ある。その後ブーツを預かった同センター
は、時の経過に伴う劣化がしのびがたく、
ご遺族の要望もあって、当資料館に問い合
わせてきた次第である。」

前号までの乃木将軍の御靴同様、この時
も私が対応させていただいたので、その時の
感動を含め報告し、記録に止めておきたい。

西大佐のブーツのお手入れに伺ったの
は、平成19年の７月８日だったが、資料館
に電話があって、ブーツ持参で相談を受け
たのは、それより一週間ぐらい前のこと
だったと記憶している。相談に見えたの
は、秩父宮記念スポーツ博物館、主任・倉
本雅隆氏であった。

拝 見 し た 結 果
は、 エ ル メ ス の
黒 い ブ ー ツ が、
鼠色のまだら模様
に な っ て し ま っ
て、ご遺族のおっ
しゃる、見るに忍
びない状態であっ
た。ブーツの表面
に 黴 を 含 ん だ ク
リームの層が出来
てしまって、それ
を取り除くことが
急務という結論に
なった。
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皮革産業資料館   副館長　稲　川　　　實

お手入れ前のまだら模様のブーツ お手入れ成って輝くブーツ

カの気候だから使えるので、これをタイや
インドネシアの熱帯に持って行けば確実に
腐ります。もっとも、熱帯では毛皮は必要
有りませんが。

この欠点を克服したのが革です。
この漢字は、動物の皮を両手でピンと張

って形を整える所から来たと言われていま
す。この事から革には＜あらためる＞と言
う読み方もあります。

革命や革新、変革や改革など物事を＜あ
らためる＞時の漢字に使用されるのはその
ためです。

ところで、この革命と言う言葉は日本人
が作った和製漢語である事をご存知の方は
少ないと思います。現在、日本や中国の漢
字文化圏で使用されている漢語の内、社
会、人文、科学などの方面で使用されてい
る漢語の大半が和製漢語です。

日本の文化は大きく中国の影響を受けて
来ています。漢字を変形させた＜ひらが
な＞や＜カタカナ＞は日本独自のものです
が、その原型は中国の漢字です。

その中国で現在使用されている漢語の中
に、多くの和製漢語が含まれている事は驚
きです。

江戸時代の末期、鎖国政策で海外との接
触を断っていた日本も開国に備え多くの人
をヨーロッパやアメリカに派遣しました。

勝海舟が艦長だった軍艦咸臨丸はお馴染
みですが、それに乗船してアメリカに行っ
た人々の中に福沢諭吉や通訳のジョン万次
郎がいた事もご存知だと思います。

彼らが目にした西洋の文化に驚いたのは
勿論ですが、その日本に無かった文化を其
のまま音訳するのではなく、漢字で意訳し
た事が和製漢語の始まりです。

当時の日本人は漢字や中国古書に精通し
ており、その中の文字を使って新たな漢語
を作りました。しかも漢語作りのルールに
従って作ったのです。

これらの漢語は漢字文化の日本ではすぐ

に使われ始めました。一方、その頃の中国
は＜清朝＞の時代でした。

1894年の日清戦争に敗れた中国は、外国
との国力の差を感じ始めました。ちょうど
その頃、広州で武装蜂起を企て、失敗した
孫文達が日本に亡命します。そこで和製漢
語に出会ったのです。

更に1905年に日本が日露戦争で勝利する
と、明日の中国を目指す若者達が大挙して
日本に留学してきます。そこで学んだ和製
漢語は瞬く内に中国国内でも使われ始め、
今では和製漢語と言う事すら忘れられてい
ます。

残念ながら、その様な事象を現在の学校
では教えていませんが、明治維新の頃の日
本人は凄かったと改めて感心します。

現在の日本では新しい外国語はそのまま
音訳で短縮のカタカナ表示です。例えばテ
レビジョンはテレビです。中にはパネラー
などの怪しい和製英語もあります。しか
し、中国では今でも意訳で＜電視机＞と漢
字文化は健在です。

大きく話がそれてしまいましたが、革の
凄さの説明です。

皮を革に変える事で、まずは腐らなくな
りました。その為、革の使用できる場所が
大きく増え、物理的に強靭さを求められる
所には全て革が使用される様になりまし
た。

皮と比べて革は物理強度においては多少
劣りますが、それでも合成樹脂が発明され
るまでは、最も強靭な物でした。

この皮を革に変えることを鞣しと言いま
す。そしてこの鞣しによって革に変えるこ
とのできる皮を原皮と呼びます。

英語では革はleatherで皮は全てskinです
が、原皮となるとその大きさにより皮も
skinとhideに呼び分けられます。

次回はこの原皮の話を中心に進めます。




